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parkrunのこれまで

✔ 世界22カ国で開催される
✔ ⽇本には2019年に上陸
 現在は38箇所で開催
✔ 「Sport in Life2022⼤賞」受賞
⇨  parkrunは国内外で広がり、
      評価されてきた

parkrun研究のこれまで

✔ 海外parkrunの研究は多数
 ▪明らかにされてきたこと
  ‧⼥性や35歳以上の参加が多い
  ‧社会的交流がイベント参加の理由
  ‧⾝体、精神に好影響を及ぼす。
  ‧イベントでコミュニティが育まれる

⇨ 海外parkrunの実態は
  明らかになってきている

                                   
‧海外研究の豊富さと対照的に、
 ⽇本のparkrunについての研究がない

課題意識

parkrunとparkrun研究のこれまで



研究の⽬的

① ⽇本で開催されるparkrunを対象として、参加者の属性と参加    
者が重視している点を明らかにする。
② ⽇本におけるparkrunの特徴を海外における特徴と⽐較する。
③ 参加者の類型と会場との関係について考察する。
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調査実施会場
6⽉~7⽉にかけて、⾸都圏6会場で調査を実施
(5⽉~6⽉に、⼀部会場でプレ調査を実施)

柏の葉
2024/7/6
調査⼈数:2⼈
(プレ: 2024/6/1)

浦安市総合公園
2024/6/29
調査⼈数:2⼈

光が丘公園
2024/7/13
調査⼈数:2⼈

新河岸川浮間
2024/7/6
調査⼈数:2⼈
(プレ: 2024/5/18)

桃井原っぱ公園
2024/7/13
調査⼈数:2⼈
(プレ: 2024/5/18)

⼆⼦⽟川
2024/6/29
調査⼈数:3⼈
(プレ:2024/5/25
          2024/6/1 )
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研究⽅法
イベント終了後に、ランナー/ウォーカー及びボランティアに対して、
アンケート調査‧観察調査‧インタビュー調査を実施

アンケート調査
参加者が
Google formかアンケート⽤紙で回答
(それぞれに⽇本語版/英語版を⽤意)

内容
‧参加会場
‧年齢
‧性別
‧居住地
‧1週間の運動⽇数
‧最新の⾛⾏タイム
‧ボランティアとしての参加回数
‧parkrunで交流している⼈
‧parkrunで重視している点

観察調査

調査員がparkrun会場に赴き、
「参加者個⼈の様⼦」「イベント全体の様⼦」
を客観的に観察‧記録

インタビュー調査

「参加者の属性」「参加の内容」
「イベントへの思い」
の3つのテーマを設定し、
インタビューを実施
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アンケート結果(単純集計)

総数

246件
(回収率54.5%)

総回収数と会場別回収件数

年齢別回答件数

性別別回答件数
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アンケート結果(単純集計)
⼀週間の運動⽇数 居住地

最新の⾛⾏タイム ボランティア参加回数
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アンケート結果(単純集計)

parkrunで交流する⼈
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アンケート結果(単純集計)

parkrunで重視する点
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クラスター分析結果
◎「parkrunで重視している点」の回答から、
  参加者を４つのグループ(クラスター)に分類することができた。

クラスターごとの重視項⽬
⾃然⾮重視型
<⾃然>を重視しないが、
<運動>と<交流>を⽐較的重視する

運動重視型
<交流>を重視せず、<運動>を重視する

交流重視型
<運動>を重視せず、<交流>を重視する

全項⽬重視型
<運動><交流><⾃然>全て重視する
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クラスター分析結果 ー他アンケート回答との関係性

‧年齢との関係
 30歳未満および30代の層では「運動重視型」の割合が⾼く、
 40-50 代および 60 歳以上の層では「交流重視型」の割合が⾼い。

‧会場との関係
 会場ごとに差異がみられ、新河岸川浮間や浦安市総合公園では「交流重視型」が多く、
 光が丘公園では「運動重視型」が多い。
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クラスター分析結果 ー他アンケート回答との関係性
‧性別との関係
 男性に⽐べて⼥性の⽅が「交流重視型」の割合が⾼い。

‧居住地との関係
 海外居住者は国内居住者と⽐較して「運動重視型」の割合が⾼く、
 「⾃然⾮重視型」と「交流重視型」の割合が低い。
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クラスター分析結果 ー他アンケート回答との関係性

‧1週間の運動⽇数との関係
 運動⽇数の少ない層では「交流重視型」の割合が⾼い。

‧最新の⾛⾏タイムとの関係
 ⾛⾏タイムが速い層ほど「交流重視型」の割合が低く、「⾃然⾮重視型」の割合が⾼い。
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クラスター分析結果 ー他アンケート回答との関係性

‧ボランティア参加回数との関係
 ボランティア参加回数との関係について、回数の多い層では「交流重視型」の割合が⾼い。
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アンケート結果のまとめ
parkrunで重視する点
● 「リフレッシュする」「筋⼒‧体⼒をつける」「他の参加者と交流する」などを重

視する⼈が多い。
● ⼀⽅で「他の参加者と順位を競い合う」は重視されにくい。

「交流重視型」と「運動重視型」間の割合の⽐較
● 新河岸川浮間や浦安市総合公園では「交流重視型」の⽅が多く、光が丘公園では

「運動重視型」の⽅が多い。
● 30代以下は「運動重視型」の⽅が多く、40代以上では「交流重視型」の⽅が多い。
● ⼥性は男性に⽐べて「交流重視型」の⽅が多い。
● 海外居住者は国内居住者に⽐べて「運動重視型」の⽅が多い。
● ⼀週間あたりの運動⽇数が少ない層は「交流重視型」の⽅が多い。
● ボランティア参加回数が多い層は「交流重視型」の⽅が多い。
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観察‧インタビュー調査結果 ー参加者同⼠の交流について
週例の交流
● 毎週の会話を楽しみにしているボランティアが⾒られた。
● parkrun終了後、参加者同⼠がカフェで交流を⾏うケースも（例: ⼆⼦⽟川、浦安市

総合公園、新河岸川浮間）

会場を越えた交流
● ⾸都圏や⻄⽇本のparkrun会場間でボランティアを通じた交流が盛んに⾏われてい

る。
● ⾸都圏内で複数会場のparkrunに参加する参加者も複数確認された。

海外からの旅⾏者との交流
● ⽇本在住者と海外参加者の交流が複数確認された。
● parkrunが旅⾏の⼀環として利⽤されることも多く、他のマラソンイベントの開催

前は海外参加者が増加する場合があることが分かった。
● イベント前の全体説明が⽇本語と英語の両⾔語で⾏われる対応も複数確認された。
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観察‧インタビュー調査結果 ー運動や⾃然の側⾯について

運動の機会としてのparkrun
● 参加者の中には、持病の回復に効果があった例も確認された。
● トレーニングの場として利⽤する団体も⾒られる（例: 柏の葉、光が丘公園）

⾃然環境の評価
● 光が丘公園parkrunの参加者から、会場の景観や⾃然要素の評価が⾼かった。

多様な参加者の属性
● ⾼齢者、妊婦、家族連れ、⽝を連れた参加者など、従来のマラソンイベントでは⾒ら

れない多様な参加者が複数確認された。



18

考察 
国内外parkrunの比較

✔ parkrunの国外調査結果
①他のスポーツでは参加が少ない層の参加
②社会的交流が参加理由の⼀つとなっている
③⾝体的‧精神的な健康への良い影響がある

✔ 今回の調査結果
‧参加者の属性の多様さ
‧参加を通じた活発な交流
‧parkrun参加を通じた健康や精神的な効果

⇨  これらの特徴は⽇本でも共通
⇨  会場を超えた交流の仕組みやネット
ワークがあるといい

参加者類型と会場の関係

✔ 参加者は4つの類型に分類され、これ
らは年齢や居住地、ボランティア参加
回数などで異なる傾向

⾃然⾮重視型 運動重視型
交流重視型  全項⽬重視型

✔ 各会場によって多数派の参加者類型
が異なり、会場ごとの特⾊が表れる

⇨ ⽴地や景観などのコースの特徴、周
囲の地域性などが影響している可能性
⇨ 公園の⾃然景観を楽しむことができ
る仕組みがあるとより良い
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